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創刊号に寄せて

金沢大学長岡田晃

大学における教育研究活動を遂行するうえて〉教職員，学生等の健康の管理と安全の管理は，

極めて基本的かつ重要な課題である。

健康管理の面からみると，一人一人の健康維持は個人の問題ともいえるが，大学としても，常

に教職員，学生等の健康管理について指導するとともに支援していく必要がある。

近年の教育・研究水準の高度化や国際化の進展等に伴い，業務はますます繁忙化してきており，

教職員の勤務能率の向上の観点からも健康管理の問題は重要となっている。また，学生等の学習

活動の内容が多様になってきており，学生等の健康管理は学業を全うするためにも大切である。

一方，安全管理の面からみると，本学の研究室等には実,験・実習のための各種の大型の機器・

装置等が設置され，これらは近年ますます大型化，複雑化してきており，さらには，危険な薬品

等を使用することや放射線装置を扱うこともあり，高度な教育と研究を本務とする本学では，一

般社会に比べて潜在的な危険の度合いが高いと言える。大学内での事故。火災は，全国の国立大

学で毎年のように発生しており，しかも－度災害が発生すると，被害者が死傷に及ぶ重大災害に

至る場合も決して少なくない。

安全を確保するためには，教職員が常に細心の注意を払いながら学生等の指導に当たるととも

こ，学生もまた安全に関する知識を得ることに力Ⅱえ，常に安全に対する注意を払う必要がある。

このことが事故を未然に防ぎ，万が一事故が起きた時に被害を最小限にくい止めることとなる。

また，本年１月に発生した「阪神・淡路大震災」における，神戸

大学，神戸商船大学等の被害の状況は広く各大学に伝えられ，

防災体制の在り方など多くの教訓を残した。去る６

行われた「６大学学長会議」の席上でもγ大学にお

池震対策の問題が取り上げられ，各大学の対応につ

数々の意見が出された。

災害はいつ発生するか分からない。このため平素

安全管理体制を整備・点検するとともに，教職員

や学生等に安全管理に対する意識の高揚を図る必

要がある。

この「健康と安全」の創刊に当たって，

本学教職員，学生等が健康と安全の問題

に改めて関心を持っていただくとともに，

本紙が健康管理と安全管理の問題に対し

て参考となれば幸いである。
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健康管理の重要性 安全管理の重要性「

保健管理センター所長谷口昂 事務局長西村俊道

健康とは？自らの若さをたのむ学生諸君の多くは，。

とくに病気もなく，食べたいものを食べ，したいこと。
○

の出来る現在の1犬態を健康ととらえがちですが，なか。

には，将来，健康を損なう可能性のある遺伝的，身体。
○

的因子を体内に秘めながら，健康という幻想のもとに
Ｏ

日々を送っている人も少なくあ}）ません。事実，今年。

度の健康診断でも，かなりの数の新入生に高血圧，高ｏ
Ｏ

Ｉ旨血症などの成人病危険因子が発見され，それぞれに。

指導を受けています。。

我が国では現在，死因の約７割はがん，心臓病，脳。
Ｏ

卒中などいわゆる成人病です。世界一の長寿国とな}〕，。

いやおうなしに急速な高齢化社会を迎える我が国では，｡
Ｏ

健康の維持・増進を通じ成人病を予防し，｜J々の充実゜

感と生きがいの中にすこやかな老いを迎えたいとの願・

いは,中高年層に殊に切実です｡アンケート調査｢健：
康づくり」の御三家として，「十分な睡眠と規則正しい。

生活｣，「運動｣，「健診による病気の早期発見や予防」｡
○

が定着して久しいことは，この間の事|青を物語ります。。

これからの健康管理には，従来の臨床医学の立場か゜

ら得られた知識をもとに,予防医学や社会医学の見地：
から現在のみならず将来をも視点にいれた，より科学゜

的な健康指標の開発と生活習慣，健康意識，人生観ま。
○

でをも含めた新しいライフスタイノレの在り方が求めら・

れています。「長生きしたければ祖先を選べ｣，もち゜

ろん遺伝的素因を無視するわけにはいきませんが,健：
康の維持と増進を目指す健康科学の進歩は，ライフス。

タイルの解析を通じ，成人病の発病や進展を予測し，。
Ｏ

それらを桁'1御する可能|生を期待させるまでに至ってい・

ます゜。

大学生を成人病予備群としてとらえ，身体．精神・・
・

遺伝の３つの視点から健康度をチェックし，危険因子。

の早期発見，健康教育と実践を軸とするライフスタイ｡
。

ルの改善を通じ，，し､身症や成人病の発病と進展を防ご゜

うとするのが保健管理センターの基本姿勢で隠す。喫煙，。

過度の飲酒ストレスが諸悪の根源とされ､その他：
栄養のアンバランス，特に朝食抜き，睡眠不足，運動。

不足などもろもろの因子が健康に悪影響を与えます。。
。

生活習|負の良し悪しは平均寿命に10年余の差を生じ，。

ライフスタイルの悪い20歳代の健康度は，４０歳のしべ゜

ﾙにまで落ち込むとも言われます｡成人病の発病は悪：
しき生活習慣により促され，ひとたび゛発病すると完治゜

は難しいことを十分に認識し，転ばぬ先の杖，生活習。
○

|貫の改善と実践を通じ，積極的に健康の増進に努めま゜

しよう。．

近年の我が国における科学技術の急速な発展に伴い，

大学における教育研究活動は益々高度化してきている。

本学においても高度な教育と最先端の科学技術等に関

する研究が行われており，各学部の研究室・実,験室に

は，高度な試験機器や大型実験装置等が設置され教育

研究が行われているほか，高圧電源，特殊ガス，危険

薬品等がＲ常的に用いられている。しかし，これらの

取扱いや使用方法を誤ると大事故を引き起こす危険性

をはらんでいる。近年，国立大学においては，教職員，

学生の死傷事故が発生しているが，わずかな不注意か

ら事故に至ったケースも少なくない。ほんの少しの安

全に関する知識が，結果的に災害から人を守ることに

なるのであり，安全管理の問題は重要である。

現在，本学では約15,000人の学部学生，大学院生，

児童・生徒及び教職員が様々な教育研究活動を展開し

ている。また，毎年約3,000人の新入生を受け入れて

いる。そのため，常に安全に対雪する十分な教育，安全

についての注意の喚起を繰り返すことが必要である。

一方，火災予防や下水や廃棄物による環境汚染につ

いても正しい認識が必要てある。また，９年前本学附

属学校で起きた屋外運動施設における児童の事故の例

もあるように，学生，児童・生徒諸君のクラブ活動等

も安全管理の例外ではない。

本年１月１７日に発生した「阪神・淡路大震災」では，

死者。行方不明者5,000人以上，家屋損壊10万棟以上

など，多くの貴い人命や貴重な財産が失われ，戦後最

大の被害をもたらした。阪神・淡路大震災は，災害緊

急時にどう行動すべきか，日頃の防災対･策はどうある

べきか，被災者に対して何ができるかなど，貴重な教

訓を残した。

万が一，大地震が起きた時のために備えて，防災計

画の策定，安全管理体制の整備，建物や設備等の点検

など，普段から危機管理に対･する努力を続けて行く必

要がある。身近なことで言えば，家族や友人あるいは

大学との連絡体制や非常時の食糧や水などの確保，さ

らには，研究室・実`験室の装置や棚を壁に固定するな

どの地震発生時への備えも欠かせない。

このように，本学構成員の一人一人が曰頃から安全

意識の向上に努め,①安全確保に関する基本的なルー

ルを確実に守る，②危険物を安全に扱うことや危険

な作業を安全に実行する，③自分の安全は自分で守

るという意識を徹底させるなどして，「災害のない大

学」づくりに努力して行くことが大切である。
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地震の墓礎知識

ｈ
伝
川
糘
７ しくみ (｢大地震からあなたの家族を守る本」（学研）及び ｢都市型大震災に備えて」 (法研）か

地球は中心から，「核｣，「マントル｣，「地殻」の３層に分かれています。卵にたとえると黄身にあたる部

分が「咳｣，白身の部分が「マントル｣，外側の殻にあたるものが「地殻」です。核の部分は地表よりはるかに

温度が高く，マントルは常に下から熱せられている状態にあります。

熱くきったマントルは上昇し，冷たいマントルは下に沈むというように風呂の水と同じような対・流をくり返

しています。

熱くなったマントルが，主に海底にできた地

球の裂け目（海嶺）からわき出し，冷えて厚さ

数十ｋｍ～百ｋｍ，幅数千ｋｍにおよぶ板状の

岩盤（プレート）となり，熱いマントルの上に

乗って年間数ｃｍずつ動きます。

このプレートは’億数千万年かかって大洋を

移動し，反対側の大陸プレートとぶつかって再

びマントルの中にもぐり込みます。このプレー

トが大|崖プレートとぶつかったとき，それを一

緒に引きずり込もうとする力が働きます。この

ため大|崖プレートも年間数ｃｍずつ地球の中心

部に向かって折れ曲がるようにゆがんでいきま

すが’百年くらいたってゆがみが数ｍにも達

すると今度は元の位置にもどろうとして大陸

プレートがはね返ります。この“はね返り”の

エネルギーが地震を引き起こします。これまで､警戒されてきた，プレート境界付-近で起こるタイプの地震で､す。

一方，阪神大震災では，もうひとつの「断層型」タイプ゜の地震がクローズアップ.きれました。プレート同士

が押し合ったり，引っ張り合ったりしているうちに，フ・レートの内部に圧力が加わ')ます゜数百年から数千年

の間にひずみができ，もとに戻ろうとする力が，断層にかかります。そしてあるとき，その断層がずれ，地震

を起こします。

特に，過去200万年くらいの間に活動した形跡が見られ，警戒

を要する断屑を「活断層」といいます。この活断層は日本列島い

たるところに走り，いつずれても不思議ではない状態です。今後

は，活|断層の見直しが地震対策のひとつの柱になることでしょう。

また，「１本列島付近では，太平洋，北米，ユーラシア，フィリ

ピン海の４つのプレートがぶつかり合っています。首都圏直下に

はフィリピン海プレートと太平洋プレートが沈み込んでおり，い

つ，それが首都圏を襲うか危ぶまれています。
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